
日
蓮
聖
人
初
期
の
受
奈
羅
に
つ
い
て

上

回

本

13 
Eヨ

一、

身
延
在
山
九
年
間
に
お
け
る
日
運
聖
人
は
、
著
作
と
共
に
数
多
く
の
憂
茶
羅
本
尊
を
図
顕
さ
れ
、
門
下
の
主
な
弟
子
・
檀
越
に
授
与
さ

れ
、
信
行
増
進
を
勧
奨
さ
れ
て
い
る
。
聖
人
最
初
の
受
茶
羅
は
、
周
知
の
如
く
、
文
永
八
年
十
月
九
日
、
佐
渡
へ
の
出
発
に
先
立
っ
て
、

依
智
で
記
さ
れ
た
通
称
「
楊
子
の
本
尊
」
を
始
め
と
し
て
、

文
永
十
年
ハ
一
二
七
三
〉

四
月
二
十
五
日
、

配
所
の
佐
渡
島
一
谷
に
お
い
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て

『
観
心
本
尊
抄
』
を
著
作
し
、
本
門
の
本
尊
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
二
カ
月
余
を
経
た
七
月
八
日
に
、
同
書
の
本
尊
段
と
い

わ
れ
る
内
容
を
、
紙
墨
に
よ
っ
て
図
顕
さ
れ
る
に
至
っ
た
「
佐
渡
始
顕
の
本
尊
」
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
通
称
「
佐
渡
百
幅
」
と
い

わ
れ
て
い
る
も
の
、
及
び
身
延
入
山
直
後
の
も
の
等
が
、
初
期
の
も
の
と
い
え
る
。

爾
来
、
聖
人
は
佐
渡
か
ら
鎌
倉
を
経
て
、
身
延
へ
入
山
さ
れ
る
に
至
り
、
長
茶
羅
本
尊
の
図
顕
は
、
数
々
に
及
び
、
現
在
真
筆
と
し
て

認
め
ら
れ
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
一
二
七
幅
を
数
え
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
大
多
数
は
身
延
山
で
図

顕
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
依
智
で
一
一
胸
、
佐
渡
で
十
二
幅
、
身
延
で
あ
と
の
一
一
四
幅
で
あ
っ
て
、
晩
年
に
至
る
ほ
ど
型
式
・
筆
勢
共
に

雄
揮
を
極
め
、
後
世
門
下
に
と
っ
て
最
も
貴
重
な
帰
依
処
と
な
り
、
信
仰
の
対
象
又
は
「
お
守
り
」
と
し
て
不
可
欠
の
存
在
と
な
っ
て
い

る。

日
蓮
聖
人
初
期
の
盈
茶
羅
に
つ
い
て
〈
上
田
）



日
蓮
聖
人
初
期
の
並
茶
躍
に
つ
い
て
（
上
回
〉

身
延
山
の
日
巡
聖
人
は
、
既
に
明
ら
か
な
如
く
、

《

2
v

な
時
期
に
当
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
信
仰
の
対
象
た
る
本
尊
に
つ
い
て
も
、
そ
の
図
顕
型
式
の
完
成
を
は
か
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

一
代
の
行
蹴
を
し
め
く
く
ら
れ
、
教
学
・
思
想
・
行
法
共
に
是
を
大
成
さ
れ
た
重
要

る
。
即
ち
『
観
心
本
尊
抄
』
で
顕
示
さ
れ
た
本
門
本
尊
の
内
容
を
、
実
際
に
図
で
顕
し
、
具
体
的
に
信
仰
の
帰
依
処
と
さ
れ
た
の
が
憂
茶

羅
本
尊
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
広
く
門
下
に
授
与
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
生
涯
の
最
後
を
飾
ら
れ
た
身
延
に
お
け
る
九
年
間
の
晩
年
期
に

集
中
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

佐
渡
は
「
始
顕
」
の
地
と
し
て
、
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
広
く
門
下
に
授
与
さ
れ
、
信
仰
生
活
を
人
々
が
送
る
上
で
、
最
も
大

き
な
影
響
を
持
つ
に
至
っ
た
の
は
、
や
は
り
身
延
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
特
に
重
く
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
長
茶
羅
の
こ
と
を
本
尊

と
称
す
る
こ
と
は
、
遺
文
中
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
例
を
あ
げ
れ
ば
、
弘
安
元
年
の
『
是
日
尼
御
番
』
に
、

「
叉
御
本
尊
一
ふ
く
か
き
て

ま
い
ら
せ
候
」
と
あ
り
、

『
新
尼
御
前
御
返
事
』
に
も
「
御
本
尊
」
と
述
べ
て
い
る
。
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そ
こ
で
、
身
延
九
年
間
の
聖
人
が
、
長
茶
羅
本
尊
を
ど
の
よ
う
に
図
顕
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
人
々
に
授
与
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
、
を
知

る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
聖
人
を
中
心
と
す
る
教
団
の
在
り
方
、

ま
た
身
延
の
生
活
、
と
り
わ
け
草
庵
で
の
人
事
に
関
す
る
動
き
を
探
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
御
遺
文
の
上
か
ら
だ
け
で
考
え
る
の
は
、
不
充
分
で
あ
る
。
盈
茶
羅
を
拝
す
る
こ
と
に

よ
り
、

一層、

「
身
延
山
の
日
蓮
聖
人
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

一一、

聖
人
一
代
の
受
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
は
、
既
に
立
正
安
国
会
よ
り
『
御
本
尊
集
』
詑
に
『
同
目
録
』
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
叉
法
蔵
館

』
－

h
hノ、

『
日
越
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
十
巻
の
「
本
尊
集
」

ハ
解
説
山
中
喜
八
〉
が
出
版
さ
れ
、
最
近
、
大
塚
巧
芸
社
よ
り
『
日
蓮
聖
人
門



下
歴
代
大
曇
茶
羅
本
尊
集
成
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
収
録
さ
れ
て
い
る
一
二
七
幅
の
真
蹟
を
対
象
に
し
て
、
愛
で
は
特

に
初
期
に
図
顕
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
曇
茶
羅
を
中
心
と
し
、
考
察
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。

品
瓦
茶
羅
中
に
、
図
顕
さ
れ
た
年
月
日
を
明
記
さ
れ
て
い
る
も
る
の
は
、
文
永
年
間
と
推
定
さ
れ
る
二
十
七
幅
中
十
二
幡
だ
け
で
、
十
三

幅
に
は
記
入
が
な
い
か
又
は
判
読
し
が
た
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
次
の
建
治
年
聞
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
十
二
幅
中
に
は
、

ほ

と
ん
ど
の
受
茶
羅
に
年
月
日
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
た
だ
一
幅
の
み
が
不
明
で
あ
る
。
更
に
弘
安
年
中
に
入
る
と
、
七
十
八
幅
中
四
幅
が

不
明
で
、
他
は
記
入
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
一
二
七
幅
中
の
大
多
数
は
年
時
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
比
較
的
初
期
に
属
す
る
も
の
に

不
明
が
多
い
の
は
、
付
主
と
し
て
身
延
以
外
の
地
で
図
顕
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
ま
だ
初
期
の
品
質
茶
羅
と
し
て
、
図
顕
の
型
式
等
に
不

同
が
あ
り
、

定
着
さ
れ
る
以
前
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

同
一
例
を
あ
．
け
れ
ば
、

両
津
妙
法
寺
所
蔵
の
通
称

「
楊
子
御
本
尊
」

（
又
は
船
中
御
本
尊
と
も
い
う
〉
の
よ
う
に
、
配
流
中
の
こ
と
と
て
紙
や
筆
墨
も
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
日
時
も
場
所
も
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流
動
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

長
茶
緩
本
尊
と
し
て
、
完
成
さ
れ
た
型
式
を
調
え
る
に
至
っ
た
の
は
、
や
は
り
身
延
入
山
以
後
の
受
茶
羅
に
数
多
く
見
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
え
る
。
佐
渡
始
顕
の
そ
れ
は
、
現
在
真
蹟
を
拝
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
が
、
遠
泊
亨
師
の
『
御
本
尊
鑑
』
に
よ
れ
ば
、

宗
祖
発
診
之
大
長
茶
羅
也
」
と
亨
師
の
朱
書
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
何
時
、
何
処
で
亨
師
が
正
筆
を
筆
写
さ
れ
た
も
の

「
此
本
尊

か
、
詳
細
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
真
蹟
を
拝
す
る
こ
と
の
で
き
る
曇
茶
緩
に
限
っ
て
、
考
察
を
進
め
る
と
し
た
ら
、
身
延

期
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
を
も
っ
て
、
完
成
さ
れ
た
型
式
の
受
茶
羅
と
み
な
し
え
よ
う
。

長
茶
継
の
語
義
や
、

成
』
の
「
解
説
」
に
於
て
、
既
に
述
べ
て
お
い
た
の
で
、
袋
で
は
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、

型
人
の
意
味
す
る
内
容
・
信
行
と
の
関
連
等
に
つ
い
て
は
、

『
日
進
聖
人
門
下
歴
代
大
曇
茶
総
本
尊
集

回
避
聖
人
初
期
の
盈
茶
羅
に
つ
い
て
（
上
田
〉



日
蓮
聖
人
初
期
の
長
茶
羅
に
つ
い
て
（
上
回
〉

さ
て
、
前
掲
の
『
御
本
尊
集
』
に
依
れ
ば
、
文
永
八
年
特
材
十
月
九
日
、
相
州
本
間
依
智
郷
に
於
て
書
か
れ
た
通
称
「
楊
子
本
尊
」
を

も
っ
て
、
第
一
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
真
蹟
が
京
都
立
本
寺
に
在
る
が
、
龍
口
法
難
の
約
一
カ
月
後
に
、
依
智
で
木
筆
を
使
用
し
、
書
き

《

5
〉

示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
首
題
と
左
右
に
党
字
を
配
し
、
筆
を
と
ら
れ
た
年
時
・
場
所
を
付
記
し
て
、
左
下
部
に
「
日
蓮
・
花
押
」
が
あ

る
。
党
字
の
不
動
・
愛
染
の
二
明
王
に
つ
い
て
は
、
何
故
に
敢
て
党
字
を
用
い
ら
れ
た
の
か
、
不
詳
で
あ
る
が
、
後
出
の
鬼
子
母
神
・
十

羅
利
女
ら
と
共
に
、
守
護
神
と
し
て
勧
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
盈
茶
緩
の
極
く
初
期
か
ら
、
既
に
不
動
・
愛
染
を
勧
請

さ
れ
た
の
は
、

聖
人
の
感
応
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

建
長
六
年
六
月
廿
五
日
に
著
し

即
ち
立
教
の
一
年
後
、

た
『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』
に
よ
れ
ば
、
「
生
身
愛
染
明
王
拝
見
、
正
月
一
日
日
蝕
之
時
吋
と
あ
っ
て
、
感
見
さ
れ
た
尊
像
が
描
か
れ
、

更
に
「
自
－
一
大
日
如
来
一
至
－
一
日
進
一
廿
三
代
嫡
々
相
承
」
と
あ
る
o
ま
た
「
生
身
不
動
明
王
拝
見
、
自
－
一
十
五
日
－

E
－
十
七
日
こ
と
あ
っ
て

同
じ
く
感
見
し
た
と
考
え
ら
れ
る
図
顕
が
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
新
仏
と
称
す
る
人
に
授
与
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
聖
人
三
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十
三
才
の
時
、
不
動
・
愛
染
の
二
明
王
を
感
得
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
際
の
感
得
は
聖
人
に
と
っ
て
、
極
め
て
強
烈
な
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
尊
像
描
写
に
よ
っ
て
も
物
語
ら
れ
て
い
よ
う
。
愛
染
は
周
知
の
如
く
本
地
は
大
日
如
来
で
あ
り
、
不
動
も
密
教
で
は

重
く
祈
祷
の
本
尊
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
い
た
の
で
、
聖
人
も
密
教
の
影
響
を
受
け
ら
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
曇
茶
羅
の
大
多
数
に

こ
の
二
明
玉
を
勧
請
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
み
て
も
、

こ
の
感
見
は
信
仰
上
に
大
き
な
意
義
を
聖
人
自
身
持
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
肯
け

る
。
尚
、
身
延
の
日
怠
は
『
二
明
王
党
字
事
』
の
中
で
、

「
党
字
口
伝
」

（
『
本
尊
論
資
料
』
〉
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
極
め
て
初
期
の

長
茶
羅
だ
け
に
簡
略
そ
の
も
の
で
あ
り
、
首
題
の
光
明
点
も
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
全
体
的
に
木
筆
で
脅
か
れ
た
こ
と
が
、

す
ぐ
に
わ
か
る
筆
勢
で
あ
る
と
い
え
る
。
受
茶
緩
そ
の
も
の
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
最
初
の
御
本
尊
と
い
う
意
味
で
の
意
義
は
、
大
き
い

も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。



次
は
文
永
九
年
六
月
十
六
日
、
佐
渡
で
し
た
た
め
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
首
題
の
左
右
に
釈
迦
・
多
宝
の
二
仏
が
配
さ
れ
て
い
る
。

京
都
妙
蓮
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
党
字
や
花
押
は
聖
人
独
特
の
筆
法
に
よ
る
型
が
、
既
に
あ
る
程
度
で
き
上
っ
て
い
る
感
も
す
る
。

こ
の
図
式
は
そ
の
後
の
第
三
・
四
・
五
・
六
・
七
の
各
品
質
茶
羅
に
共
通
し
、
特
に
首
題
と
党
字
は
全
く
同
じ
書
体
で
あ
る
。
た
だ
第
三
は

「
回
避
」
の
署
名
が
右
下
で
、
花
押
が
左
下
に
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
第
四
・
五
・
六
・
七
は
こ
の
座
配
が
逆
く
に
な
っ
て
い
る
。

又
第
五
・
六
・
七
の
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
と
、

南
無
多
宝
如
来
の
「
南
」

の
書
体
が
、

円
を
描
く
か
に
見
え
、

独
特
の
風
格
・
特
徴
を
持

っ
て
い
る
。

通
称
「
一
念
三
千
御
本
尊
」
の
第
八
は
、
平
賀
本
土
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
首
題
・
釈
迦
・
多
宝
の
左
右
に
「
南
無
普
賢
文
珠
師

利
菩
薩
」
と
「
南
無
智
積
菩
蔭
薩
」
を
配
し
、
そ
の
次
に
「
南
無
鬼
子
母
神
」

「
南
無
十
羅
利
女
」
と
付
け
加
え
ら
れ
更
に
「
当
知
身
土

一
念
三
千
故

成
道
時
」
と
右
側
に
あ
り
、

「
称
此
本
理
一
身
一
念
遍
於
法
界
」
と
左
側
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
止
観
弘
決
』
の
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一
文
で
あ
る
が
、
長
茶
剛
腕
と
一
念
三
千
の
法
門
を
関
係
付
け
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
肯
け
る
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
首
題
の
外

に
は
釈
迦
・
多
宝
の
み
で
あ
っ
た
の
が
、
初
め
て
普
賢
・
文
珠
・
智
積
の
諸
菩
薩
を
み
、
又
鬼
子
母
神
・
十
羅
利
女
の
守
護
神
を
勧
請
さ

れ
て
い
る
点
で
意
味
深
い
も
の
が
あ
る
し
、
上
部
の
左
右
に
事
・
歩
の
二
種
子
を
掲
げ
て
い
る
点
で
も
他
に
例
の
見
ら
れ
な
い
特
徴
を
持

っ
た
も
の
で
あ
る
。
首
題
の
七
文
字
も
、
光
明
点
を
長
く
引
く
わ
け
で
も
な
く
、
「
南
無
」
が
大
き
く
、
次
第
に
細
目
と
な
り
、
「
華
経
」

は
小
さ
目
で
、
後
期
の
筆
法
と
は
逆
く
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
執
筆
年
時
が
不
明
の
た
め
、
場
所
も
判
然
と
し
な
い
が
、
相
当
に
初
期
の

も
の
で
あ
る
こ
と
は
推
察
で
き
え
よ
う
。

次
は
、

「
女
人
成
仏
御
本
尊
」
の
通
称
で
よ
ば
れ
て
い
る
第
九
の
長
茶
羅
は
、
佐
渡
の
妙
宣
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
年
時
が

「
阿
仏
房
所
蔵
の
御
真
跡
か
ら
大
体
文
永
九
年
か
十
年
こ
ろ
の
御
試
筆
類
」
と
考
え
て
い
る
。

不
明
で
あ
る
が
、
影
山
博
士
に
よ
る
と
、

日
蓮
型
人
初
期
の
盈
茶
羅
に
つ
い
て
〈
上
回
）



日
蓮
聖
人
初
期
の
長
茶
羅
に
つ
い
て
ハ
上
回
〉

伝
え
る
所
に
よ
れ
ば
、
千
日
尼
宛
の
図
顕
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

「
女
人
成
仏
本
尊
」
の
別
称
が
生
れ
た
も
の
と
い
う
。
叉
座
配
に
つ
い

て
も
、
釈
迦
・
多
宝
の
二
仏
・
十
方
分
身
諸
仏
・
上
行
等
の
四
菩
薩
の
外
に
、
文
殊
・
普
賢
・
薬
玉
等
の
菩
薩
と
対
応
し
て
、
智
積
菩
薩

が
あ
り
、
上
部
に
は
舎
利
弗
・
迦
葉
・
迦
蹄
延
・
目
連
・
須
菩
提
と
い
っ
た
仏
弟
子
が
珍
ら
し
く
横
列
に
並
び
、
大
発
天
王
・
釈
提
桓
因

も
配
列
さ
れ
て
い
る
。
下
部
に
は
十
羅
利
女
も
あ
っ
て
右
側
に
ご
署
名
が
、
左
側
に
は
花
押
が
印
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
「
是
レ
当
家
大

J

門

gv

漫
茶
繕
始
也
」
と
称
さ
れ
て
い
る
程
で
あ
る
。
だ
が
ま
だ
座
配
も
前
記
仏
弟
子
ら
は
上
部
に
斜
傾
し
て
お
り
、
安
定
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
な
い
。
順
序
や
左
右
の
対
応
も
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
点
も
見
ら
れ
る
。

第
十
の
「
揚
子
本
尊
」
は
、
ま
た
「
船
中
本
尊
」
の
別
称
も
あ
り
、
両
津
の
妙
法
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
見
し
て
た
し
か
に
木
校

ナ
ル

を
も
っ
て
書
さ
れ
た
も
の
と
判
読
で
き
る
も
の
で
、
『
高
祖
年
譜
孜
異
』
に
よ
る
と
、
「
赤
泊
有
－
一
猫
屋
彦
兵
者
－
文
永
甲
戊
以
＝
舟
子
－
送
＝

－－V
テ

ス

ル

ユ

大
土
越
後
－
舟
中
乞
一
本
尊
一
大
士
書
以
＝
楊
枝
－
与
之
今
為
＝
州
湊
町
妙
法
喜
一
ろ
と
伝
え
て
い
る
。
首
題
の
左
右
に
は
四
天
大
王
と
日

( 74 ) 

月
衆
星
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
赦
免
さ
れ
て
鎌
倉
へ
向
う
旅
中
の
安
泰
を
祈
念
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

佐
前
並
に
在
島
中
の
受
茶
羅
は
、
こ
の
よ
う
に
一
遍
首
題
を
中
心
と
し
て
、
釈
迦
・
多
宝
と
二
明
王
が
多
く
、
わ
ず
か
に
第
八
が
迩
化

の
菩
薩
と
鬼
子
母
神
・
十
羅
利
女
等
を
加
え
、
第
丸
に
於
て
よ
う
や
く
本
化
の
菩
薩
を
見
る
も
、
十
界
勧
請
の
曇
茶
羅
に
は
及
ば
な
い
。

即
ち
初
期
の
受
茶
羅
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
身
延
入
山
後
の
十
界
が
備
っ
た
長
茶
羅
と
は
、
勧
請
形
式
・
筆
法
共
に
差
の
あ
る
こ
と
が

瞭
然
と
し
て
い
る
。
但
し
、
文
永
十
年
七
月
八
日
佐
渡
一
谷
に
於
て
始
顕
さ
れ
た
長
茶
羅
に
つ
い
て
は
、
た
だ
一
一
脳
例
外
的
な
存
在
と
な

っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
形
式
は
身
延
入
山
後
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
勧
請
で
あ
り
、
同
じ
頃
の
他
の
曇
茶
羅
と
は
大
巾
に
異
り
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
前
述
の
如
く
、
真
践
は
伝
っ
て
い
な
い
。
今
日
こ
の
曇
茶
羅
を
拝
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
身
延
の
遠
泊
亨
師
に
よ
る
『
御
本
尊
鑑
』
に
よ
っ
て
、
臨
写
さ
れ
た
も
の
を
拝
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
。



そ
れ
に
よ
れ
ば
、
首
題
の
左
右
に
釈
迦
・
多
宝
は
も
と
よ
り
、
分
身
・
善
徳
の
諸
仏
、
本
化
の
四
士
、
舎
利
弗
、
文
殊
・
弥
勤
、
釈
提

桓
因
・
大
党
天
、
月
日
四
愉
、

天
照
八
幡
・
阿
修
羅
等
、

鬼
子
母
神
・
十
羅
利
女
〈
一
名
づ
っ
名
を
挙
げ
て
〉
伝
教
、

天
台
、

四
天
王

と
党
字
の
二
明
玉
が
つ
ら
な
り
、

「
花
押
」
と
「
日
蓮
」

の
署
名
も
中
央
左
右
に
わ
か
れ
て
い
る
。

ま
た
讃
文
が
右
上
か
ら

「
此
経
則

為
閥
浮
提
人

病
之
良
薬

若
人
有
病

得
聞
是
経

病
即
消
滅

不
老
不
死
」
と
書
か
れ
、
右
下
か
ら
「
文
永
八
年
特
材
九
月
十
二
日

蒙
御
勘
、
遠
流
佐
渡
国
同
十
年
諮
…
七
月
八
日
図
之

此
法
華
経
大
盤
茶
経

仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
余
年

一
閤
浮
提
之
内
未
曽
有
之

仏
語
不
虚
也
」
と
記
さ
れ
て
い
知
》
日
乾
・
日
亨
の

日
連
始
図
之

如
来
現
在
猶
多
怨
疾
況
波
度
後

法
華
経
弘
通
之
故

有
留
難
事

目
録
に
も
「
宗
祖
御
一
代
最
初
本
尊
也
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
も
し
こ
の
臨
写
に
間
違
い
が
な
い
と
し
た
ら
、
こ
の
同
じ
時
期
の
前
後
に

筆
を
執
ら
れ
た
一
連
の
も
の
と
、
大
き
な
差
異
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
文
永
八
年
十
月
か
ら
始
っ
た
現
在
の
長
茶
羅
は
、
前
記
の

通
り
ほ
と
ん
ど
が
一
遍
首
題
に
釈
迦
・
多
宝
の
二
仏
と
、
二
明
王
の
党
字
に
署
名
と
花
押
の
程
度
で
あ
る
。

「
始
顕
」
に
最
も
近
い
と
考
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え
ら
れ
る
在
島
中
の
長
茶
嬢
〈
文
永
十
年
二
月
〉
と
比
較
し
て
み
て
も
、
座
配
や
表
現
上
に
著
し
い
差
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
「
始
顕
」
以
前
と
そ
れ
以
後
と
で
は
、
形
式
・
座
配
・
表
現
上
に
一
見
し
て
す
ぐ
わ
か
る
如
く
に
、
区
別
が
つ
け
ら
れ
る
と
い

え
る
。

「
始
顕
」
以
後
に
あ
っ
て
も
二
・
三
「
始
顕
」
前
と
同
様
の
形
式
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
「
始
顕
」
を
更
に

調
え
た
形
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

「
始
顕
」
に
よ
り
聖
人
の
憂
茶
羅
は
、
そ
の
基
本
の
型
が
ほ
ぼ
で
き
上
っ
て
い
た
と
み
な

し
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
基
本
の
型
に
従
っ
て
、
身
延
入
山
後
に
曇
茶
羅
は
図
顕
の
数
を
加
え
つ
つ
次
第
に
勧
誘
を
調
え
妙
法
曇
茶
羅
と

し
て
荘
厳
を
増
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
う
る
。

始
顕
本
尊
の
相
状
を
、

し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
遠
治
亨
師
の
「
臨
写
」
に
よ
る
長
茶
羅
が
、
身
延
に
伝
っ
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
貴
重
で
あ
り
、

い
ま
こ
こ
に
拝
し
う
る
こ
と
は
、
全
く
上
人
護
教
の
一
念
か
ら
涌
き
出
た
精
根
の
賜
物
に
外
な
ら
ぬ
」
と
い
え
る

「
佐
渡

日
蓮
聖
人
初
期
の
並
奈
羅
に
つ
い
て
ハ
上
回
〉



回
避
聖
人
初
期
の
長
茶
羅
に
つ
い
て
〈
上
回
〉

の
で
あ
り
、
こ
れ
が
も
し
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、

「
始
顕
」
の
相
状
は
知
る
由
も
な
い
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
残
念
な
こ
と
に
は

あ
く
ま
で
「
臨
写
」
で
あ
っ
て
「
真
筆
」
で
は
な
い
。
従
っ
て
筆
勢
・
字
配
り
等
細
部
に
わ
た
る
徴
妙
な
点
に
つ
い
て
は
、
真
蹟
そ
の
も

の
を
拝
す
る
よ
う
な
わ
け
に
は
い
か
な
い
事
は
、
な
ん
と
も
し
が
た
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一、

か
く
し
て
、
日
蓮
聖
人
は
文
永
十
一
年
五
月
十
二
日
鎌
倉
を
出
発
、
十
七
日
に
身
延
へ
到
着
さ
れ
、
六
月
十
七
日
に
西
谷
の
草
庵
ヘ
入

ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
六
月
に
図
顕
さ
れ
た
の
が
第
十
一
の
御
本
尊
で
あ
る
。
あ
た
か
も
草
庵
の
完
成
す
る
の
を
待
ち
か
ね
て
お
ら

れ
た
か
の
如
く
、
恐
ら
く
草
庵
で
の
最
初
の
ご
図
顕
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
京
都
の
妙
満
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
左
下
に

「
文
永
十
一
年
慰
問
六
月

釈
迦
・
多
宝
を
始
め
と
す
る
諸
仏
諸
神
が
細
書
さ
れ
、

日
」
と
あ
り
、

「
沙
門
天
目
」
に
「
受
与
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
首
題
と
両
脇
の
二
党
字
が
大
書
さ
れ
、
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「
日
蓮
」

の
署
名
は
右
下
に
、

花
押
は
左
下
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
全
体
的
に

「
始
顕
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
形
式
で
あ
り
、
首
題
の
七
文
字
も
光
明
点
は
後
期
と
比
較
し
て
長
く
な
く
、
文
字
間
隔
も
密
着
し
て
お
ら
ず
、

一
見
し
て
初
期
の
首
題
た
る
こ
と
が
わ
か
る
と
い
え
る
。
讃
文
は
右
上
よ
り
記
さ
れ
て
い
る
が
、
文
字
が
薄
れ
て
容
易
に
読
み
難
い
状
態

と
な
っ
て
い
る
。
法
師
品
の
「
我
所
説
経
典
（
乃
至
〉
難
信
難
解
」
の
己
今
当
三
説
を
あ
げ
、
次
に
普
喰
品
の
「
今
比
三
界
〈
乃
至
〉
能

為
救
護
」
及
び
法
師
品
の
「
而
此
経
者
〈
乃
至
〉
況
滅
度
後
」
と
安
楽
行
品
の
三
切
世
間
〈
乃
至
）
而
今
説
之
」
の
経
文
を
連
ね
て
い

る
。
何
れ
も
法
華
経
の
最
勝
た
る
こ
と
を
誇
る
文
と
、
弘
経
の
困
難
な
こ
と
を
示
し
た
経
文
で
あ
り
、
聖
人
に
と
っ
て
は
当
身
の
大
事
を

意
味
す
る
も
の
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、

授
与
者
の
「
沙
門
天
目
」
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

中
山
常
師
の
『
御
本
尊
授
与
書
証
文
相
伝
』

に
よ
る
と
、



「
示
云
沙
門
天
目
受
与
之
云
云
此
七
字
謀
筆
也
可
レ
責
也
其
故
受
与
受
字
ウ
タ
ル
ト
云
字
也
サ
ヅ
ク
ル
ハ
能
化
附
ウ
ク
ル
ハ
所
化
附
授
受

二
字
能
能
可
－
一
心
得
お
と
指
摘
し
て
い
る
。
天
目
宛
の
も
の
は
他
に
も
弘
安
五
年
四
月
の
図
顕
が
見
ら
れ
る
が
、
共
に
「
受
与
」
と
あ

る

と
か
ら

受
と
授
の
相
異
を
と

母 h

禁止
督げ
牢た
四も
四爪
郎二
国」
あ重 るの。
娘 天
と
い目
ぅ告
か Z
ら皿
と当 も

然 卿
の（
入 A

信
美

で 濃
あ町

三国
E梨
もし
い立

を房
え浄

ま員
たと
も
称
し
た

と
さ
れ
、

伊
豆
波
多
野
の
人
で
、

『
仏
祖
統

紀
』
の
説
に
よ
れ
ば
、
祖
滅
後
弘
教
に
つ
と
め
、
野
州
阿
蘇
郡
奈
良
淵
妙
顕
寺
・
品
川
妙
国
寺
・
常
陸
本
門
寺
を
創
し
、
延
元
二
年
四
月

廿
六
日
化
と
伝
え
て
い
る
o
尚
、
身
延
日
向
か
ら
「
子
也
身
延
親
近
目
白
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
天
目
は
西
谷
の
祖
師
に
初
め
て
使

え
る
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
入
山
以
前
か
ら
の
交
り
は
な
か
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
更
に
、

人
目
》

投
－
－
干
高
祖
こ
と
あ
っ
て
、
国
重
に
よ
り
、
聖
人
の
門
下
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
。

『
仏
祖
統
紀
』
に
よ
る
と
、

「
児
孫
三
人

つ
ま
り
天
目
の
如
く
、
聖
人
が
身
延
へ
入
山
さ
れ
て
か
ら
主
と
し
て
教
化
を
受
け
る
に
至
っ
た
門
下
・
孫
弟
子
等
の
類
も
、
相
当
数
に
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及
ん
だ
こ
と
が
推
察
さ
れ
う
る
。
御
遺
文
の
上
の
み
か
ら
で
は
、
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
で
も
あ
る
。

次
に
図
顕
せ
ら
れ
た
の
は
、
西
谷
の
草
庵
へ
入
ら
れ
た
翌
七
月
廿
五
日
の
受
茶
羅
が
あ
る
。

『
御
本
尊
集
』
の
第
＋
三
で
あ
る
が
、
こ

の
聞
に
第
十
二
の
憂
茶
羅
が
あ
る
も
、
顕
示
の
年
月
日
が
不
明
の
た
め
、
明
確
な
の
は
第
＋
三
と
な
る
。
第
＋
ヱ
は
図
顕
の
型
式
が
第
三

ー
第
七
と
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
で
、
た
だ
釈
迦
J

多
宝
の
両
脇
に
上
行
・
無
辺
行
と
、
浄
行
・
安
立
行
の
本
化
四
大
菩
薩
を
配
し
て
い
る
。

ま
た
右
隅
に

「
佐
渡
国
法
花
束
梁
阿
仏
房
彦
如
寂
房
日
満
相
伝
之
」

と
い
う
日
興
の
添
書
が
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
阿
仏
房
の
彦

曽

孫
〉
た
る
如
寂
房
日
満
に
よ
り
相
伝
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
遠
藤
盛
綱
の
長
男
た
る
九
郎
太
郎
盛
正
の
次
男
で
日
興
の
弟
子
と
な
っ
た
人

だ
が
、
聖
人
入
滅
の
時
、
十
一
歳
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
、
入
山
当
時
は
二
・
三
歳
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
畳
茶
羅
は
の
ち
に
日

興
が
、
北
国
弘
通
の
棟
梁
と
し
て
活
躍
す
る
日
満
に
、
阿
仏
房
の
流
れ
を
く
む
者
な
る
故
に
授
与
し
た
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
こ
の
頃

日
蓮
聖
人
初
期
の
長
茶
羅
に
つ
い
て
ハ
上
回
〉



回
避
聖
人
初
期
の
畳
茶
患
に
つ
い
て
ハ
上
回
〉

の
前
後
の
曇
茶
躍
と
比
較
し
た
と
き
、
図
顕
の
年
月
日
は
な
い
も
の
の
佐
渡
で
の
執
筆
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
真
蹟
は
佐
渡
の
妙

宣
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

次
に
第
十
三
の
娃
茶
羅
は
、
前
記
の
如
く
入
山
の
翌
月
に
「
甲
斐
国
波
木
井
郷

於
山
中
図
之
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
身
延
入

山
直
後
の
図
顕
と
し
て
貴
重
な
・
怠
味
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
先
ず
従
来
の
筆
法
と
違
う
点
は
、
首
題
を
大
き
く
紙
の
長
さ
一
杯
に

書
き
、
諸
尊
を
四
段
に
分
け
て
両
側
に
表
し
、
四
天
王
も
揃
っ
て
身
延
期
に
お
け
る
蛇
茶
羅
の
図
顕
様
式
が
、
ほ
ぼ
調
っ
て
き
た
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
入
山
の
翌
月
に
は
、
長
茶
羅
の
代
表
的
な
図
顕
様
式
が
、
大
旨
定
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
と
見
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
詳
細
に
つ
い
て
は
既
に
『
御
本
尊
集
目
匂
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
入
山
初
期
の
御
本
尊
と
し
て
、
他
の

御
本
尊
と
比
較
し
、

細
部
に
特
徴
の
見
ら
れ
る
こ
と
は
、

図
顕
形
式
の
定
着
を
見
る
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
の
大
き
な
節
目
と
し
て
考
え
た

時
、
当
然
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

( 78 ) 

つ
ま
り
聖
人
に
と
っ
て
、
佐
渡
か
ら
鎌
倉
を
経
て
身
延
山
へ
、
単
に
居
住
の
地
が
移
り
変
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
思

想
・
信
仰
の
上
か
ら
も
人
生
に
お
け
る
一
時
期
を
画
す
る
区
切
り
が
感
じ
ら
れ
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。
こ
れ
は
既
に
鎌
倉
か
ら
竜
口
法

難
を
体
験
さ
れ
て
、
佐
渡
へ
渡
ら
れ
た
時
の
事
を
述
懐
さ
れ
て
、

仏
の
繭
前
の
経
と
を
ぼ
し
め
山
苛
」
と
身
延
の
地
で
書
を
表
し
て
い
る
如
く
、
聖
人
に
と
っ
て
は
一
生
の
中
の
大
き
な
節
目
で
あ
っ
た
こ

「
又
法
門
の
事
は
佐
渡
の
国
へ
な
が
さ
れ
候
し
己
前
の
法
門
は
、
た
だ

と
に
相
違
な
か
ろ
う
。
鎌
倉
か
ら
三
度
目
の
諌
暁
を
済
ま
せ
た
の
ち
、
身
延
へ
の
入
山
は
聖
人
の
生
涯
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
一
線
を
画
す

る
転
換
の
時
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
曇
茶
羅
の
み
で
な
く
教
義
の
面
で
も
、
叉
思
想
的
に
も
推
移
の
あ
と
を
た
ど

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
必
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。

例
え
ば
讃
文
や
諸
尊
・
諸
人
師
の
表
示
の
仕
方
に
、
或
い
は
花
押
等
に
前
後
の
曇
茶
羅
と
比
較
し
て
相
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
佐
渡



か
ら
身
延
へ
の
経
過
の
中
で
、
表
現
上
に
定
着
を
う
る
た
め
の
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
こ
う
し
た
推
移
を
示
し
た
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
身
延
入
山
初
期
の
盈
茶
羅
に
、
こ
の
よ
う
な
跡
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
佐
渡
始
顕
の
長
茶
羅
を
除
け
ば
、
現
存
の
受
茶
羅
の
推
移
が
、
そ
の
図
顕
せ
ら
れ
た
年
時
に
依
っ
て
、
読
み
と
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
こ
の
御
本
尊
は
、
貴
重
な
意
味
を
い
く
つ
か
持
っ
た
も
の
と
し
て
、
大
事
な
存
在
の
一
つ

と
い
え
よ
う
。

次
に
入
山
の
年
の
十
一
月
、
図
顕
さ
れ
た
長
茶
羅
が
、
沼
津
の
岡
宮
光
長
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
の
御
本
尊
が
六
枚
継
ぎ

で
あ
っ
た
の
に
対
し
三
枚
継
ぎ
で
、
諸
尊
も
省
略
さ
れ
て
い
る
部
分
が
多
く
、
第
八
・
丸
・
＋
ニ
の
御
本
尊
と
ほ
ぼ
似
た
形
式
の
部
類
に

入
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
月
図
顕
さ
れ
た
第
十
五
の
御
本
尊
も
、
全
く
同
様
の
形
式
で
あ
り
、
或
い
は
こ
の
二
幅
は
相
い
前
後
し
、
日

な
ら
ず
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
は
近
江
八
幡
の
妙
経
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
二
幅
共
に
授
与
者
は
不
明
で
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あ
る
が
、
入
山
直
後
の
西
谷
を
訪
れ
た
門
下
に
与
え
ら
れ
た
も
の
に
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
大
別
し
て
二
段
に
分
け
ら
れ
る
こ
の
御
本

尊
は
、
上
段
が
例
の
如
く
釈
迦
・
多
宝
の
二
仏
と
本
化
の
四
菩
薩
、
そ
れ
に
分
身
の
諸
仏
と
文
珠
・
薬
王
・
舎
利
弗
等
が
勧
請
さ
れ
、
二

段
目
に
は
天
台
と
伝
教
が
書
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

聖
人
に
と
っ
て
天
台
・
伝
教
は
周
知
の
如
く
、
外
相
承
の
流
を
汲
む
上
で
重
要
な
人
師
と
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
身
延
山
で
は
、

師
講
」
が
い
と
な
ま
れ
た
り
、
「
漢
土
の
天
台
大
師
」
と
「
日
域
の
伝
教
大
師
」
に
つ
い
て
は
、
時
あ
る
ご
と
に
法
華
教
学
史
上
の
先
師 「大

と
し
て
、
尊
敬
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
身
延
山
で
の
図
顕
に
際
し
、
こ
の
例
に
見
ら
れ
る
如
く
、
特
別
に
大
書
さ
れ
た
の
も
首
肯
で
き
よ

ぅ
。
敢
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
頃
、
既
に
西
谷
で
は
法
華
経
の
読
舗
は
も
と
よ
り
、
解
説
、
書
写
が
な
さ
れ
、
時
に
身
近
か
く
使
え
て
い
た

弟
子
ら
に
、
三
大
部
の
講
義
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
推
察
で
き
よ
う
。
第
十
三
の
受
茶
羅
と
上
段
は
全
く
同
じ
型
式
を
と
り

日
蓮
聖
人
初
期
の
盈
茶
躍
に
つ
い
て
（
上
回
）



日
蓮
聖
人
初
期
の
盈
茶
羅
に
つ
い
て
〈
上
田
〉

な
が
ら
、
二
段
目
に
特
に
天
台
、
伝
教
を
大
書
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
こ
う
し
た
こ
と
も
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

即
ち
次
の
第
十
六
、
保
田
の
妙
本
寺
所
蔵
も
こ
の
第
十
四
・
十
五
と
同
様
に
天
台
・
伝
教
の
二
師
が
注
目
さ
れ
る
。
図
顕
の
型
式
は
異

っ
て
い
る
が
、
三
段
目
に
二
師
が
首
題
の
両
側
へ
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
年
の
十
二
月
に
「
甲
斐
国
波
木
井
郷
於
山
中
図
之
」
と

あ
り
、
七
月
に
書
写
さ
れ
た
第
十
三
と
同
様
の
表
示
で
あ
る
。
波
木
井
郷
の
山
中
と
あ
る
の
で
、
身
延
山
は
波
木
郷
内
の
一
山
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
現
代
で
は
「
身
延
町
波
木
井
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
と
は
逆
く
に
な
る
。

（

mv 

さ
て
、
こ
の
曇
茶
羅
の
讃
文
で
あ
る
が
、
既
に
遠
泊
亨
師
の
『
御
本
尊
鑑
』
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
山
川
智
応
博
士
も
ふ
れ
て
い
る

如
く
、
注
目
す
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

即
ち

「
大
覚
世
尊
入
滅
後

経
歴
二
千
二
百
二
十
余
年

雄
爾
月
漢
旦
ニ
ヶ
国
之
間
未
有

此
大
本
尊

或
知
不
弘
之
或
不
知
之

我
慈
父
以
仏
智
隠
留
之
為
末
代
残
之

後
五
百
歳
之
時
上
行
菩
薩
出
現
於
世

始
弘
宣
之
」
と
あ

る
。
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
三
国
未
有
の
「
大
本
尊
」
と
記
し
、
長
茶
羅
を
本
尊
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
後
五
百
歳
に
上
行
菩
薩
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が
出
現
し
て
「
始
弘
宣
之
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
聖
人
自
身
の
立
場
も
明
確
に
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
聖
人
は
西
谷
の

草
庵
へ
入
ら
れ
て
か
ら
半
年
を
経
た
十
二
月
に
、
書
写
さ
れ
た
曇
茶
羅
を
も
っ
て
「
大
本
尊
」
た
る
こ
と
を
定
め
、
上
行
菩
薩
と
し
て
の

自
身
の
立
場
を
も
表
明
さ
れ
、
以
て
一
代
を
し
め
く
く
ら
れ
る
に
足
る
讃
文
と
な
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
入
山
の
直
後
に
記
さ
れ
た
別

「
日
蓮
は
閲
浮
第
一
の
法
華
経
の
行
者
な
り
」
と
明
示
し
、
十
一
月
二
十
日
に
曽
谷
入
道
へ
宛
た
御
番
で
は
、
法

見

《

mv

「
最
後
な
れ
ば
申
也
」
と
結
論
を
与
え
ら
れ
て
い

当
御
房
御
返
事
に
は
、

華
経
の
法
門
こ
そ
当
世
日
本
図
の
す
べ
て
が
用
い
る
べ
き
経
典
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

る
。
こ
う
し
た
経
過
を
ふ
ま
え
て
、
十
二
月
に
こ
の
憂
茶
羅
を
図
顕
さ
れ
、
更
に
そ
の
讃
文
で
、
し
め
く
く
り
を
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が

「
上
行
菩
薩
出
現
於
世

。。

ぅ
。
叉
「
天
照
・
八
幡
等
諸
仏
」
と
い
う
表
示
も
、
特
別
で
あ
り
、
本
地
開
顕
を
身
延
山
中
で
行
っ
て
い
る
点
も
注
目
に
あ
た
い
す
る
と

で
き
る
の
で
あ
る
。

始
弘
宣
之
」

の
一
文
も
、

自
身
上
行
た
る
こ
と
の
表
明
と
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ



い
え
る
。

次
に
第
十
七
の
長
茶
羅
で
あ
る
が
、
平
賀
本
土
寺
に
あ
り
、
図
顕
の
年
時
は
不
明
で
あ
る
。
勧
請
も
略
さ
れ
た
諸
尊
が
多
く
、
浄
行
・

無
辺
行
の
二
菩
薩
の
座
配
に
相
異
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
「
経
」
の
字
の
下
に
、
日
朗
の
署
名
と
花
押
が
適
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
入
山

後
間
も
な
く
の
図
顕
と
考
え
ら
れ
る
。
授
与
者
も
不
明
で
あ
る
が
、

「
日
朗
花
押
」
か
ら
考
え
、
当
然
朗
師
の
関
係
し
た
受
茶
羅
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。
尚
、

『
御
本
尊
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
型
式
の
も
の
が
、

「
第
九
・
三
紙
御
本
尊
」
と
し
て
あ
げ
ら
れ

て
お
り
、
共
に
四
天
を
欠
い
て
い
る
。
影
山
博
士
は
こ
の
御
本
尊
に
つ
い
て
、

円

mv

も
の
で
あ
る
ら
し
い
か
ら
、
文
永
十
一
年
頃
と
す
る
の
が
妥
当
か
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
第
十
七
の
本
土
寺
所
蔵
の
憂

「
文
字
の
巧
度
か
ら
さ
ら
に
転
写
さ
れ
た
花
押
も
文
永
の

茶
羅
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
入
山
初
期
の
憂
茶
羅
と
し
て
、
中
期
並
に
後
期
の
も
の
と
比
較
し
た
と
き
、
諸
尊
の

座
配
や
御
署
名
、
花
押
等
の
筆
法
・
、
位
置
等
か
ら
一
見
し
て
、
そ
の
段
階
に
あ
る
も
の
と
識
別
で
き
る
点
が
あ
る
と
い
え
る
。
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次
に
第
十
八
の
是
茶
羅
で
あ
る
が
、
先
ず
首
題
の
光
明
点
が
ほ
と
ん
ど
短
か
く
、
他
と
対
象
的
で
あ
り
、
且
つ
釈
迦
・
多
宝
の
二
仏
に

つ
い
で
金
剛
・
胎
蔵
両
界
の
大
日
如
来
を
勧
請
し
、

「
佐
渡
始
顕
」
及
び
第
十
一
と
同
様
に
十
羅
利
女
の
名
を
列
記
さ
れ
て
い
る
。
大
日

如
来
を
勧
請
し
て
あ
る
曇
茶
羅
に
つ
い
て
は
、

『
御
本
尊
鑑
』
の
第
十
ニ
に
も
見
ら
れ
、
建
治
元
年
十
一
月
の
図
顕
と
し
て
い
る
が
、
第

十
八
と
の
相
異
点
は
、
四
天
王
が
党
名
で
現
さ
れ
て
お
り
、
多
宝
の
次
位
に
「
善
徳
仏
」
が
あ
り
、
十
羅
利
女
に
つ
い
て
は
、
第
＋
八
の

よ
う
に
個
別
名
を
あ
げ
て
い
な
い
。

ま
た
天
照
・
八
幡
に
つ
い
て
も
現
し
方
に
相
違
が
見
ら
れ
る
等
、

一
致
し
が
た
い
点
も
多
い
が
、

両
界
の
大
日
如
来
を
勧
請
し
て
い
る
点
で
も
共
通
す
る
。
日
亨
臨
写
の
第
十
こ
に
つ
い
て
は
、
山
川
博
士
は
「
大
日
如
来
を
ば
こ
の
御
本

尊
中
に
統
一
せ
し
め
ら
ね
ぬ
も
の
と
の
見
解
を
と
り
、
影
山
博
士
は
「
大
日
如
来
が
勧
請
さ
れ
て
あ
る
こ
と
は
、
大
聖
人
の
思
想
研
究

《路》

上
ふ
か
く
示
唆
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
聖
人
の
思
想
・
教
学
の
上
で
真
言
・
密
教
の
影
響
は
、
既
に
上
述
の

回
避
聖
人
初
期
の
長
茶
績
に
つ
い
て
（
上
回
〉



回
避
聖
人
初
期
の
昼
茶
患
に
つ
い
て
ハ
上
田
〉

「
不
動
・
愛
染
感
見
記
」
等
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、
聖
人
が
修
学
中
に
高
野
山
へ
登
ら
れ
た
こ
と
、
特
に
是
茶
羅
に
つ
い
て
は
密
教
の
影

響
を
受
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
日
女
御
前
や
妙
心
尼
に
宛
た
御
書
の
中
に
、
受
茶
羅
の
意
義
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
大
日

如
来
を
実
際
に
勧
請
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
聖
人
初
期
の
受
茶
羅
と
し
て
、
そ
の
影
響
の
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

身
延
山
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
、

勧
請
形
式
が
調
っ
た
長
茶
羅
で
は
、

こ
う
し
た
例
を
見
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
考

え
、
や
は
り
初
期
の
段
階
に
お
け
る
一
例
と
み
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
単
に
長
茶
羅
図
顕
に
関
す
る
聖
人
の
教
義
・
信
仰
上
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
思
想
・
人
生
観
の
上
に
も
こ
う
し
た
推
移

《

mv

の
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
入
山
の
聖
窓
に
し
て
も
、
当
初
は
「
し
ば
ら
く
は
候
は
ん
す
ら
む
」
と
い
う
心
境
で

《却》

あ
っ
た
の
が
、
暫
く
す
る
と
「
身
延
定
住
」
の
考
え
方
と
な
り
、
更
に
在
山
後
期
に
は
「
身
延
永
住
」
と
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
、
推
移

し
た
の
と
共
通
し
た
も
の
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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四

入
山
初
期
の
受
茶
羅
と
し
て
は
、
こ
の
他
に
第
十
九
か
ら
第
二
十
五
ま
で
の
も
の
が
、
何
れ
も
文
永
年
聞
の
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る

が
、
第
十
丸
は
右
下
に
「
正
月
日
」
と
あ
る
の
で
、
文
永
十
二
年
正
月
の
図
顕
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
大
別
二
段
か
ら
な
り
、
右

側
二
段
目
に
「
文
珠
・
薬
玉
菩
薩
」
と
「
党
天
・
帝
釈
・
大
日
天
・
天
台
大
師
」
を
配
し
、
左
側
に
は
「
舎
利
弗
・
迦
葉
」
と
「
天
照
・

両
大
師
が
見
ら
れ
、
第
二
十
一
・
ニ
＋
ニ
・
二
十
三
・
二
十
四
の
四
幅
も
、

正
八
幡
大
菩
薩
・
伝
教
大
師
」
が
見
ら
れ
る
。
次
の
第
二
十
は
「
文
永
十
二
年
故
対
卯
月
日
」
と
あ
り
、
三
段
目
に
「
天
台
・
伝
教
」
の

ほ
ぼ
全
く
同
様
の
形
式
な
の
で
、
或
い
は
同
日
の
図
顕
か
と

も
考
え
ら
れ
る
。
但
し
第
二
十
四
は
上
記
二
幅
と
書
体
が
、
や
や
呉
り
紙
の
大
き
さ
に
も
相
異
が
あ
る
の
で
、
別
の
日
に
図
顕
さ
れ
た
も



の
と
も
い
え
よ
う
。
ま
た
三
段
の
す
べ
て
の
勧
請
に
「
南
無
」
を
付
し
た
「
総
帰
命
式
」
と
称
さ
れ
る
盈
茶
羅
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
最
後

の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
が
文
永
年
間
最
終
の
盈
茶
羅
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
入
山
後
一
年
間
の
図
顕
を
、

一
往
第

十
一
の
長
茶
羅
、
即
ち
文
永
十
一
年
六
月
の
も
の
か
ら
す
る
と
、
第
二
十
固
ま
で
十
四
幅
の
受
茶
羅
と
な
る
。

周
知
の
通
り
文
永
十
二
年
は
四
月
二
十
五
日
改
元
さ
れ
て
、
建
治
元
年
と
な
っ
た
の
で
、
第
二
十
四
は
四
月
中
旬
頃
ま
で
に
図
顕
さ
れ

た
も
の
と
み
な
し
え
よ
う
。
或
い
は
中
央
で
改
元
が
あ
っ
て
も
、
身
延
の
山
中
に
ま
で
知
れ
渡
る
に
は
、
少
な
く
と
も
七
日
か
ら
十
日
位

は
日
時
を
要
し
た
と
し
て
も
、
四
月
下
旬
に
は
図
顕
を
終
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
あ
と
の
図
顕
は
、
半
年
後
の
建
治
元
年

十
月
と
な
る
の
で
、
入
山
当
初
一
年
間
の
並
茶
繕
は
、
こ
の
第
二
十
こ
か
ら
第
二
十
固
ま
で
の
一
連
の
長
茶
羅
を
も
っ
て
、

一
往
の
区
切

り
と
み
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
第
二
十
六
の
建
治
元
年
十
月
図
顕
の
も
の
と
対
比
し
て
見
る
こ
と
に
よ
り
一
層
明
ら
か
な
も
の
と
な
る
。
尚
、
第
二
十
五
に
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つ
い
て
は
、
「
第
二
・
第
三
の
間
に
順
列
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
追
加
影
印
し
た
関
係
上
、
文
永
年
間
の
最
後
尾
に
奉
掲
す
る
の
止
む
な

き
に
到
っ
た
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
本
来
は
極
め
て
初
期
の
文
永
九
年
頃
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
首
題
と
二

尊
、
二
明
王
の
種
子
の
党
字
、
そ
れ
に
署
名
と
花
押
の
み
の
も
の
で
、

い
わ
ゆ
る
「
佐
渡
百
幅
」
の
曇
茶
羅
と
称
さ
れ
る
も
の
と
も
い
え

ょ
う
。
実
際
に
百
幅
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
初
期
の
形
式
に
よ
る
憂
茶
羅
は
、
佐
渡
妙
宣
寺
・
京
都
妙
蓮
寺
に
も

所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
数
多
く
書
写
さ
れ
門
下
・
檀
越
の
主
な
人
々
に
授
与
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
で
、
現
存
の
憂
茶
羅
中
、
初
期
の
図
顕
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
中
心
に
、

一
往
拝
観
し
て
き
た
が
、
首
題
に
二
明
王
の
党
字
と
い

う
極
く
素
朴
な
形
式
か
ら
始
ま
り
、

「
佐
渡
百
幅
」
と
称
さ
れ
る
型
形
式
へ
進
み
、
更
に
本
化
四
大
菩
薩
を
加
え
、
逐
次
諸
仏
諸
尊
を
列

ね
て
、

「
佐
渡
始
顕
」
に
至
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、
こ
の
「
佐
渡
始
顕
」
は
前
述
せ
る
如
く
、
残
念
な
が
ら
真
蹟
を
拝
す
る
こ
と

日
蓮
聖
人
初
期
の
長
茶
羅
に
つ
い
て
（
上
回
〉



が
で
き
な
い
。
亨
師
の
臨
写
に
よ
っ
て
、
そ
の
型
式
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
在
島
中
の
長
茶
羅
と
し
て
は
、
他
と
全
く
形
式
を

日
蓮
聖
人
初
期
の
盈
茶
癒
に
つ
い
て
（
上
田
〉

異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
文
永
十
一
年
後
半
の
長
茶
羅
に
近
い
型
式
で
あ
っ
て
、
特
別
の
も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

身
延
入
山
後
、
間
も
な
い
頃
の
受
茶
躍
に
も
広
・
略
の
型
式
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
順
次
に
諸
尊
・
諸
天
を
調
え
、
首
題
を
中
心

と
し
て
両
尊
を
始
め
と
す
る
第
一
段
が
上
行
等
の
本
化
諸
菩
藤
に
よ
っ
て
調
い
、
文
珠
・
普
賢
や
舎
利
弗
・
迦
築
と
い
っ
た
迩
化
の
菩
蕗

・
戸
間
ら
に
よ
る
第
二
段
が
充
実
し
、
更
に
鬼
子
母
神
・
十
羅
利
女
に
天
台
・
伝
教
の
両
大
師
を
現
し
た
第
三
段
か
ら
第
四
段
に
進
み
、

る。第
十
一
と
第
十
三
の
図
顕
で
は
、

初
期
の
も
の
と
し
て
相
当
に
内
容
の
調
っ
た
形
式
へ
と
進
展
し
て
き
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ

や
が
て
こ
れ
は
建
治
式
の
一
層
調
っ
た
型
式
へ
と
進
み
、
更
に
弘
安
式
の
最
も
荘
厳
さ
れ
、
全
く
調
っ
た
「
大
曇
茶
羅
」
を
見
る
に
至

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
聞
の
広
・
略
・
要
に
つ
い
て
は
、
数
多
く
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
震
で
は
特
に
初
期
の
図
顕
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を
拝
し
、
そ
の
推
移
の
跡
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。

〔註〕ハ
I
V

ハ
2
〉

ハ
3
〉

〈

4
〉

ハ
5〉
ハ
6
〉

ハ
7
〉

（

8
〉

立
正
安
国
会
の
『
御
本
尊
集
』
に
は
一
二
三
稿
、
『
日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
量
茶
羅
本
尊
集
成
』
の
中
に
は
新
ら
た
に
四
幅
ハ
第
五
・
六
・
九
・

十
二
〉
が
あ
り
、
合
計
一
二
七
輔
が
認
め
ら
れ
る
。

「
身
延
山
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の
教
学
」
拙
論
ハ
『
大
崎
学
報
』
第
一
三
九
号
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
御
本
尊
鑑
』
（
遠
泊
院
日
亨
〉
六
頁

『
回
避
聖
人
門
下
歴
代
大
量
茶
羅
本
尊
集
成
』
の
「
解
説
」
大
量
茶
輝
本
尊
と
信
行
〈
拙
稿
〉

日
什
の
「
置
文
調
諦
抄
」
に
「
彼
寺
号
＝
木
笹
本
尊
こ
と
あ
り
「
或
称
梅
枝
本
尊
」
と
も
あ
る
。

不

動

・

愛

染

感

見

記

定

遺

二

ハ

頁

『

御

本

尊

鑑
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解

説

二

頁

『
御
本
尊
集
目
録
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（
山
中
喜
八
編
著
〉
一
一
一
一
頁

一
七
頁

『
宗
全
』
五
巻

ニ
二
八
頁



f「〆「〆、 r「 rヘ r「 f「〆ヘ r、 f「〆「 f「〆「〆「〆「 f「〆「 r、〆「〆「 r「〆「
30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 
、J 、J 、J 、J 』J 、J 、J 、J 、J 、J 、J 、J 、J 、J 、J 、J 、J 、J 、J 、J 、J 、J

『「宮妙日『『『骨別『『地三『 『日『『『給『
御身木心女御本御谷当日御引 御岡本常御御高今御
本延駿尼御本門本入御蓮本 沢本 化の本本祖ガ番
尊在御御前尊本尊道房聖尊御 尊 別「尊尊年始略
集山富前御鑑尊鑑殿御人鑑書紗集 頭御鑑鑑譜也註
目中 御返』論』御返研』 目 仏本』』孜 0 』
録の返事』書事究 録祖尊のの異」長
』日事 山 』 』統授序第』と福

川 山 紀与文三あ寺
聖 智 川 』魯（佐る日
人 応智 証影渡。順
」 著 応 文山始〈
ハ同同定 同定著同定巻巻相克顕 宗
拙遺 遺 造二一伝雄大 全
論 ニ 四一」著盈・
〉 一一 I 一一 ｜｜（〉茶中 史
『八一三二八八五八四ニニ『羅｜ 伝
三接 00七二三一三ニ O一九四一一二本 四 部
七神九五六四 O八九八六五四六九 尊 六九 一
頁』頁頁頁頁頁頁頁頁頁頁頁頁頁 論 頁頁 I 

霊 本 義 5-, 

八 地』六
号顕〉〉

n ＊省－，

菜 竺ヰ
詩 編白
均 一前

モ
'R 杢 b
完Y ノ、ユ『、

本 頁 等
寺
所 套
蔵 Z
L.. 可F

賜

b’ 
ド
モ
皆
略

会〆

ア

未
ダ
其
ノ
意
ヲ

顕
シ
不
レ

日
蓮
聖
人
初
期
の
長
茶
羅
に
つ
い
て
（
上
回
〉

六
九
頁

〈五

O
八
頁
〉
と
述
べ
て
い
る
。

( 85 ) 


